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隣市町の改定状況（粗大ごみ） ※１件あたり
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※消費税が平成 26年に８％、令和元年に 10％になった。
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 種　類

賛成
新垣　勝夫、永山　清和、豊川　翔平、米増　雄二、玉城　義彦、平良　真也、
神谷　秀明、宮城　勝也、新垣　正春、金城　秀雄、上原　勝彦反対

野原　邦男、神谷　信夫、
神谷　清一、砂川　泰秀

八重瀬町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例については、下記の
提案理由のもと、12月 12日（火）に質疑、討論が活発に行われ採決された。  議案第 62号

議案第 62号（ゴミ袋の値上げについて）の賛否の状況

主 な 質 疑 と 答 弁

討 論 賛成討論

Q A議員の質問 担当課の答弁

Q
ごみ袋製作の委託料が増加したとあるが、いくらぐら
い上がったのか。

A
令和 2 年度に、取って付き袋を導入した。そのときの
単価が4.96円、令和4年度は、8.65円ということで、
1.74倍に価格が上がっている

Q
負担金は、いくらに上がったのか。

A
令和 2 年度は、2億1,508 万 5,000円の支出。令和
4年度については、2億4,348万6,000円の金額で、
令和2年度と令和4年度を比較して1.13倍の負担金
の増があった。

Q
今回のこのごみ処理袋の手数料値上げに関して、創生
臨時交付金の活用については検討はしなかったのか。

A
臨時交付金で検討はしておりません。

Q
なぜ南城市と同じぐらいにしなかったのか。

A
南風原町30円、八重瀬20円、南城市25円になって
いる。南風原町は八重瀬町と同じ取っ手付きのものだ
が、南城市は大は取っ手付きではない。南風原町と大
きな差がある。

Q
住民説明が十分ではない。50% 値上げで負担は増え
る、住民の意見も聞いて、時期尚早で説明不足ではな
いか。

A
八重瀬町廃棄物減量等推進審議会、女性会とか、い
ろんな方面で意見を聞きました。そのごみ袋の値上げ
については致し方ないんじゃないかということであっ
た。
また、審議会では、特段、料金に対して強いご意見は
なかった。ただ、減量化とか、周知についてはしっかり
取り組んでくれという意見があった。

提案理由
　指定ごみ袋製作委託料の増加に伴いごみ袋料金、粗大ごみ処理券の手数料の改定を行う。
　別表（隣市町の改定状況）の区分のように改定する。ごみ処理負担金についても、昨今の燃料高騰等もあり増大を
している。ごみ袋を販売して得た収入を、ごみ処理負担金に充当している。近隣市町を確認したところ、八重瀬町は
ごみ袋の単価が安い、そこで近隣市町並みの単価までは引き上げる。いろんなものが値上がりする中で非常に心苦し
いところではあるが、ご負担いただけるところはお願いしたい。

◆ 政府においては、物価高騰の影響を受けた
生活者や事業者に対し、重点支援地方交付
金の追加で住民税非課税世帯に対する 7 万
円給付や推進事業メニューで生活者支援、事
業者支援を実施することになっている。

◆ このように生活者支援、事業者支援で物価
高対策を行っているときに、支援を行う当の
行政が自ら値上げを行うとはアクセルとブ
レーキを同時に踏むようなものだと言わざる
を得ません。適切な値上げは必要だと思うが、
値上げの時期を間違っていないか。もし、値
上げをするとしたら、物価高が収まり、持続
的な賃上げが実現した後に行うべきだと考え
る。

砂川泰秀 議員
◆ ごみ問題は、ごみ焼却施設、最終処分場の
建設問題にも表れているとおり、私たち八重
瀬町民において重要な課題。

◆ 現行の家庭ごみ袋の価格では、ごみ処理に
係るコストを十分に補うことが難しくなってい
る。

◆ 物価高騰、景気の停滞など、家計への影響も
大きい時期にかえって値上げとなることも町
民として十分理解をしている。

◆ 値上げを通じて地域社会全体でごみ問題、
環境保護に関する関心と共感を高め、持続可
能な社会を築いていく契機となり、ごみの適
正処理、分別・減量などに取り組むきっかけ
になればとも考えている。

　
◆ 今回の値上げに関するごみ行政の予算のあり
方、町民に対してのご理解とご協力が得られ
るよう十分に説明と対応を求める。不法投棄
など、不適切なごみ処理が行われないよう対
応、対策も強く求めたい。

宮城勝也 議員

◆ 今回の燃やすごみ袋の値上げは、いまの時期
には控えるべきであり、将来において実質賃
金が上がり、所得が増える時期まで据え置く
ことが望ましい。

◆ ごみ減量化を進め、分別も徹底して進め、ご
み減量に努めるのが施策だと思う。

神谷信夫 議員

◆ ごみ袋製作委託料の増加に伴い、ごみ袋料
金、粗大ごみ処理券の手数料の改定を行うと
しているが、この説明では納得できない。

◆ 南城市と清掃組合を構成しているのであれ
ば、南城市とほぼ同じ水準にもっていくべき
ではないか。

◆ なぜいま頃値上げをするのか、行政不信に繋
がるのではないか。町民がごみの減量化や地
球温暖化の問題なども考えながら、積極的に
協力できるような議論がもっともっと必要で
はないか。

神谷清一 議員
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い
へ
の
案
内
板
は
、
具

志
頭
交
差
点
の
１
か
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
登
録
農
家
の
人
数
は
。

　
１
９
４
人
。

　
畑
を
回
り
農
作
物
を
回

収
で
き
る
か
。

　
今
後
は
、
農
家
の
高
齢

化
に
よ
り
、
納
入
が
難
し
い
と

の
声
も
あ
る
た
め
、
庭
先
集
荷

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
観
光
大
使
の
考
え
は
。

　
観
光
大
使
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
村
の
状
況
や
効
果
等

を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　
ギ
ン
ネ
ム
は
、
県
内
の

広
い
地
域
で
繁
茂
し
、
沖
縄
の

固
有
の
生
態
系
に
影
響
を
及

し
、
道
路
に
お
け
る
安
全
確
保
、

観
光
立
県
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観

の
形
成
な
ど
に
も
支
障
を
来
た

す
こ
と
が
近
年
問
題
と
さ
れ
て

い
る
。
八
重
瀬
町
に
お
け
る
ギ

ン
ネ
ム
の
繁
茂
状
況
は
。

　
ギ
ン
ネ
ム
の
繁
殖
状
況

の
詳
細
な
調
査
資
料
は
な
い

が
、
県
の
資
料
に
よ
る
と
「
１

ha
以
上
の
群
落
は
１
箇
所
で
面

積
は
１
．
１
ha
」。
し
か
し
、

１
ha
未
満
の
小
規
模
群
落
、
混

在
林
等
に
つ
い
て
は
、
原
野
、

遊
休
農
地
、
道
路
敷
等
、
町
内

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
繁
茂
し

て
い
る
。　影

響
が
確
認
さ
れ
た
場

合
の
対
策
は
。

　
町
内
全
域
に
繁
茂
し
、

場
所
に
よ
っ
て
は
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
今
後
は
、
県
が

策
定
し
た
「
ギ
ン
ネ
ム
防
除
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
町
民
へ
周

知
し
、
対
応
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
公
共
施
設
等
で
悪
影

響
の
あ
る
場
所
は
、
当
該
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
「
防
除
対

策
」
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
ギ
ン
ネ
ム
が

生
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
耕
作
放

棄
地
の
よ
う
な
人
が
手
を
加
え

て
放
棄
し
た
よ
う
な
土
地
な
ど

に
繁
茂
し
や
す
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
農
林

水
産
課
の
方
に
は
、
荒
蕪
地
対

策
事
業
等
あ
る
の
で
、
そ
の
辺

も
紹
介
し
な
が
ら
駆
除
し
て
い

き
た
い
。

　
八
重
瀬
町
に
お
け
る
令

和
６
年
度
の
中
学
校
部
活
動
地

域
移
行
計
画
は
。

　
令
和
５
年
度
に
引

き
続
き
、
町
内
中
学
校
へ
部
活

動
指
導
員
を
配
置
し
地
域
移
行

に
向
け
た
取
組
を
図
っ
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
補
助
金
を
活
用
し

た
、
地
域
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ブ
活
動
への
移
行

に
向
け
た
実
証
実
験
を
令
和
６
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度
予
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。
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和
６
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も
指
導
員
を
委
嘱
し
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。
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を

６
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は
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を
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ず
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そ
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を
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、
商
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を
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の
団
体
を
巻
き
込
ん
だ
会

議
を
予
定
し
て
い
る
。
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が
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れ
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看
板
つ
い
て
は

協
議
し
て
い
く

経
済
建
設
部
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

ドローンによる農薬散布

玉城  義彦　議 員
たま き　 よしひこ

町内に繁茂しているギンネム
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島
尻
地
区
内
教
育
関
係

者
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
「
島

尻
教
育
事
務
所
教
職
員
業
務
改

善
推
進
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
内
容

と
本
町
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 

「
働
き
方
改
革
の
体
制

整
備
」「
初
任
者
研
修
な
ど
の
教

師
の
資
質
向
上
の
体
制
整
備
」

「
家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携
、

協
働
、
分
担
の
体
制
の
整
備

等
」
の
３
つ
の
観
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
事
例
と
し
て
「
定

時
退
庁
日
・
閉
庁
時
間
の
設

定
」「
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
」「
グ
ル
ー
プ
担
任
制
の

導
入
」
な
ど
が
あ
る
。
本
町
の

取
り
組
み
は
、
学
校
閉
庁
時
間

の
設
定
、
部
活
動
時
間
の
統
一

設
定
な
ど
。
３
学
期
に
試
行
期

間
を
設
け
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
完
全
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

　
放
課
後
や
校
外
活
動
の

見
守
り
に
つ
い
て
、「
学
校
と

の
連
携
が
少
な
く
な
り
、
情
報

共
有
が
難
し
く
、
活
動
の
機
会

が
減
っ
た
」
と
い
う
地
区
少
年

補
導
員
協
議
会
の
課
題
に
つ
い

て
、
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
子
ど
も
た
ち
が
悪
さ

を
す
る
前
提
で
警
備
活
動
す
る

こ
と
を
辞
め
る
よ
う
校
長
面
談

で
話
し
て
き
た
。
現
在
、
町
内

中
学
校
で
卒
業
式
を
邪
魔
す
る

行
為
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
見
守

り
活
動
を
行
事
だ
と
い
う
捉
え

方
は
や
め
て
ほ
し
い
。
年
中
行

事
に
す
る
こ
と
は
絶
対
に
駄

目
。
卒
業
式
や
成
人
式
は
お
祝

い
の
日
で
あ
り
、
本
来
の
姿
を

目
指
す
た
め
に
教
育
が
あ
る
。

も
っ
と
身
近
な
見
守
り
、
土
日

で
も
気
に
な
る
子
供
た
ち
に
は

声
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
収
集
し
た
ご
み
を
公
園

駐
車
場
や
空
き
地
、
歩
道
や
路

肩
へ
仮
置
き
し
、
そ
の
後
車
両

を
乗
せ
換
え
て
美
化
セ
ン
タ
ー

へ
搬
入
し
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
う
。

　
収
集
方
法
は
委
託
事
業

者
各
々
に
任
せ
て
お
り
、
仮
置

き
場
所
に
つ
い
て
は
管
理
者
の

了
解
を
得
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
歩
道
や
路
肩
へ
の
仮
置

き
に
つ
い
て
は
事
実
確
認
の

上
、
指
導
し
て
い
く
。

　
新
た
な
焼
却
施
設
建
設

予
定
地
に
西
原
町
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
決
定
し
た
場
合
、
本

町
か
ら
の
搬
入
距
離
が
遠
く
な

り
、
委
託
事
業
者
の
収
集
・
搬

入
作
業
の
負
担
増
が
考
え
ら
れ

る
。
収
集
ゴ
ミ
を
仮
置
き
す
る

集
積
場
所
の
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
収
集
方
法
は

事
業
者
ご
と
に
異
な
る
た
め
、

行
政
で
指
定
す
る
こ
と
は
そ
ぐ

わ
な
い
。　ゴ

ミ
収
集
事
業
者
委
託

料
の
見
直
し
は
行
っ
て
き
た

か
。

　
こ
れ
ま
で
に
消
費
税
増

税
や
燃
料
費
高
騰
に
対
応
し
て

改
正
し
て
き
た
。
単
価
、
収
集

人
口
、
隣
市
町
の
状
況
を
勘
案

し
、
精
査
、
委
託
料
を
設
定
し

て
い
る
。

答
弁

宮城  勝也　議 員

町
長

住
民
環
境
課
長

　
施
政
方
針
か
ら
「
令
和

５
年
度
は
八
重
瀬
町
観
光
振
興

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
た

め
、
同
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
第
二
次
八
重
瀬
町
観
光
振

興
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。
」

と
あ
る
。
見
直
し
の
指
針
と
進

捗
を
伺
う
。

　
進
捗
は
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
、
分
析
を
行
っ
て
い

る
段
階
で
、
今
後
は
作
業
部
会

で
、
計
画
の
素
案
を
作
成
し
、

策
定
委
員
会
へ
諮
問
、
答
申
を

予
定
し
て
い
る
。
指
針
に
つ
い

て
も
作
業
部
会
等
で
決
定
す
る

予
定
。

　
沖
縄
県
が
作
成
し
た

令
和
４
年
度
観
光
統
計
実
態
調

査
に
よ
る
と
、
観
光
客
の
総
消

費
単
価
が
過
去
最
高
の
１
０
万

４
５
０
５
円
で
あ
っ
た
。
①
令

和
４
年
度
に
町
内
を
訪
れ
た
観

光
客
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
に
作
成
さ

れ
た
前
回
の
八
重
瀬
町
観
光
振

興
計
画
で
は
、
宿
泊
施
設
数
が

少
な
く
、
観
光
客
の
受
け
入
れ

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
課
題

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

②
現
状
の
観
光
の
課
題
に
つ
い

て
町
の
見
解
を
伺
う
。

　
糸
満
市
の
平

和
記
念
公
園
、
南
城
市
の
斎
場

御
嶽
を
目
的
に
八
重
瀬
町
を
素

通
り
す
る
観
光
客
が
多
い
の
が

課
題
。
た
だ
、
前
回
の
計
画
策

定
時
に
は
南
の
駅
や
え
せ
が
ま

だ
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

は
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
足
を

止
め
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り

に
な
る
と
思
う
。

　
本
当
に
素
通
り
し
て
い

る
の
か
、
観
光
客
が
南
の
駅
で

ど
の
程
度
買
い
物
を
し
た
の
か

等
の
デ
ー
タ
集
め
か
ら
始
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
外
枠
と
し
て

観
光
振
興
基
本
計
画
を
立
て
る

の
は
理
解
で
き
る
が
、
デ
ー
タ

が
な
け
れ
ば
実
証
、
対
策
の
立

て
よ
う
が
な
い
。
２
０
２
５
年

に
は
北
部
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が

で
き
る
の
で
、
八
重
瀬
町
だ
け

で
な
く
南
部
全
体
で
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る
よ
う

首
長
同
士
で
連
携
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

私
自
身
の
願
い
と
し
て
は
、
町

で
自
主
財
源
を
増
や
し
、
若
い

世
代
に
結
婚
祝
い
金
や
成
人
祝

い
金
等
子
育
て
に
む
か
っ
て
い

け
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

れ
ば
と
希
望
し
て
い
る
。

豊川  翔平　議 員
みやぎ     かつ やとよかわ   しょうへい

観光振興に
ついて

遊ぶ、食べる、見るを
中心に観光を考える

企
画
財
政
課
長

そ
の
他
質
問

・
青
年
エ
イ
サ
ー
祭
り
、
結

フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
内
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
商
い
つ
い
て

町
長

供用開始から38年経過し老朽化が進んでいる
東部環境美化センター（与那原町板良敷）

教員働き方改革の
取り組みは

令和６年４月から完全実施

家庭ごみ収集作業、
新焼却施設計画に
対応を

収集業務は委託事業者
ごとに異なる

教
育
長

教
育
長

そ
の
他
質
問

・
具
志
頭
歴
史
民
俗
資
料

館
、
港
川
遺
跡
公
園
の

利
活
用
状
況
に
つ
い
て

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設

置
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
受
入

れ
に
つ
い
て

・
児
童
生
徒
数
の
推
移
、
教

育
環
境
整
備
に
つ
い
て

・
「
人
口
減
少
問
題
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
対

す
る
回
答
に
つ
い
て

  非常用持ち出し袋避難の際に持ち出すもの
□ 水　□ 食品保存の効く最低３日分の用意　□ 防災用ヘルメット　□ 衣類・下着　□ レインウェア
□ 紐なしの靴袋　□ 懐中電灯手動充電式が好ましい　□ 携帯ラジオ手動充電式が好ましい
□ 予備電池・携帯充電器　□ マッチ・ろうそく　□ 救急用品□使い捨てカイロ　□ ブランケット
□ 軍手　□ 洗面用具　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ タオル　□ ペン・ノート　□ マスク
□ 消毒用アルコール　□ 石けん・ハンドソープ　□ ウェットティッシュ　□ 体温計
□ 貴重品通帳、現金、パスポート、運転免許証、保険証、病院の診察券、マイナンバーカードなど
  子供がいる家庭の備え
□ ミルク　□ 子供用紙オムツ　□ 抱っこ紐　□ 使い捨て哺乳瓶　□ お尻ふき　□ 子供の靴
□ 離乳食　□ 携帯用おしり洗浄機　□ 携帯カトラリー　□ ネックライト
  女性の備え
□ 生理用品　□ サニタリーショーツ　□ 防犯ブザー　□ おりものシート　□ 中身の見えないごみ袋
  高齢者がいる家庭の備え
□ 紙パンツ　□ 介護食　□ 杖　□ 入歯・洗浄剤　□ 持病の薬　□ 補聴器　□ 吸水パッド
□ お薬手帳のコピー

災害に備え 、 非常用持ち出し バックを準備しましょう

引用：首相官邸ホームページ内資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の一般質問と関連はありません
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査
に
よ
る
と
、
観
光
客
の
総
消

費
単
価
が
過
去
最
高
の
１
０
万

４
５
０
５
円
で
あ
っ
た
。
①
令

和
４
年
度
に
町
内
を
訪
れ
た
観

光
客
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
に
作
成
さ

れ
た
前
回
の
八
重
瀬
町
観
光
振

興
計
画
で
は
、
宿
泊
施
設
数
が

少
な
く
、
観
光
客
の
受
け
入
れ

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
課
題

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

②
現
状
の
観
光
の
課
題
に
つ
い

て
町
の
見
解
を
伺
う
。

　
糸
満
市
の
平

和
記
念
公
園
、
南
城
市
の
斎
場

御
嶽
を
目
的
に
八
重
瀬
町
を
素

通
り
す
る
観
光
客
が
多
い
の
が

課
題
。
た
だ
、
前
回
の
計
画
策

定
時
に
は
南
の
駅
や
え
せ
が
ま

だ
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

は
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
足
を

止
め
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り

に
な
る
と
思
う
。

　
本
当
に
素
通
り
し
て
い

る
の
か
、
観
光
客
が
南
の
駅
で

ど
の
程
度
買
い
物
を
し
た
の
か

等
の
デ
ー
タ
集
め
か
ら
始
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
外
枠
と
し
て

観
光
振
興
基
本
計
画
を
立
て
る

の
は
理
解
で
き
る
が
、
デ
ー
タ

が
な
け
れ
ば
実
証
、
対
策
の
立

て
よ
う
が
な
い
。
２
０
２
５
年

に
は
北
部
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が

で
き
る
の
で
、
八
重
瀬
町
だ
け

で
な
く
南
部
全
体
で
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る
よ
う

首
長
同
士
で
連
携
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

私
自
身
の
願
い
と
し
て
は
、
町

で
自
主
財
源
を
増
や
し
、
若
い

世
代
に
結
婚
祝
い
金
や
成
人
祝

い
金
等
子
育
て
に
む
か
っ
て
い

け
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

れ
ば
と
希
望
し
て
い
る
。

豊川  翔平　議 員
みやぎ     かつ やとよかわ   しょうへい

観光振興に
ついて

遊ぶ、食べる、見るを
中心に観光を考える

企
画
財
政
課
長

そ
の
他
質
問

・
青
年
エ
イ
サ
ー
祭
り
、
結

フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
内
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
商
い
つ
い
て

町
長

供用開始から38年経過し老朽化が進んでいる
東部環境美化センター（与那原町板良敷）

教員働き方改革の
取り組みは

令和６年４月から完全実施

家庭ごみ収集作業、
新焼却施設計画に
対応を

収集業務は委託事業者
ごとに異なる

教
育
長

教
育
長

そ
の
他
質
問

・
具
志
頭
歴
史
民
俗
資
料

館
、
港
川
遺
跡
公
園
の

利
活
用
状
況
に
つ
い
て

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設

置
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
受
入

れ
に
つ
い
て

・
児
童
生
徒
数
の
推
移
、
教

育
環
境
整
備
に
つ
い
て

・
「
人
口
減
少
問
題
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
対

す
る
回
答
に
つ
い
て

  非常用持ち出し袋避難の際に持ち出すもの
□ 水　□ 食品保存の効く最低３日分の用意　□ 防災用ヘルメット　□ 衣類・下着　□ レインウェア
□ 紐なしの靴袋　□ 懐中電灯手動充電式が好ましい　□ 携帯ラジオ手動充電式が好ましい
□ 予備電池・携帯充電器　□ マッチ・ろうそく　□ 救急用品□使い捨てカイロ　□ ブランケット
□ 軍手　□ 洗面用具　□ 歯ブラシ・歯磨き粉　□ タオル　□ ペン・ノート　□ マスク
□ 消毒用アルコール　□ 石けん・ハンドソープ　□ ウェットティッシュ　□ 体温計
□ 貴重品通帳、現金、パスポート、運転免許証、保険証、病院の診察券、マイナンバーカードなど
  子供がいる家庭の備え
□ ミルク　□ 子供用紙オムツ　□ 抱っこ紐　□ 使い捨て哺乳瓶　□ お尻ふき　□ 子供の靴
□ 離乳食　□ 携帯用おしり洗浄機　□ 携帯カトラリー　□ ネックライト
  女性の備え
□ 生理用品　□ サニタリーショーツ　□ 防犯ブザー　□ おりものシート　□ 中身の見えないごみ袋
  高齢者がいる家庭の備え
□ 紙パンツ　□ 介護食　□ 杖　□ 入歯・洗浄剤　□ 持病の薬　□ 補聴器　□ 吸水パッド
□ お薬手帳のコピー

災害に備え 、 非常用持ち出し バックを準備しましょう

引用：首相官邸ホームページ内資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の一般質問と関連はありません
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島
尻
教
育
事
務
所
へ

確
認
し
要
請
し
て
い
く
。

　
言
語
教
室
へ
の
流
し

台
の
設
置
は
令
和
５
年
度
11
月

に
完
了
し
て
お
り
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
補
正
予
算
に
計
上
し
て
お

り
対
応
し
て
い
く
。

　
教
材
に
つ
い
て
、
教
員

の
私
物
を
使
用
す
る
事
が
、

多
々
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
教
材
費
は
当
初
予

算
、
緊
急
性
が
あ
る
物
は
補
正

予
算
で
対
応
し
て
い
く
。

　
支
援
員
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
に
つ
い
て

伺
う
。

　
東
風
平
小
学
校
の
特

別
指
導
員
は
、
令
和
６
年
度
に

２
名
の
増
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
は
沖
縄
県
教
育
委
員

会
か
ら
の
職
員
で
あ
り
八
重
瀬

町
へ
の
配
置
は
３
名
と
な
っ
て

い
る
。　

不
登
校
や
そ
の
傾
向
に

あ
る
児
童
に
対
し
、
教
育
相
談

や
指
導
を
行
う
登
校
指
導
員
を

配
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
自
立
活
動
で
は
、
運
動

す
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
ス
ペ
ー

ス
が
無
い
が
見
解
を
伺
う
。

　
東
風
平
小
学
校
の
教

室
は
、
令
和
６
年
度
に
増
築
の

計
画
が
あ
る
の
で
、
普
通
教

室
、
特
別
支
援
学
級
、
プ
レ
イ

ル
ー
ム
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
教
室
の
照
明
度
、
ク
ー

ラ
ー
の
効
き
の
悪
い
所
を
改
善

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
教
室
の
照
明
度
を
調

査
し
て
、
電
球
の
取
替
え
や
照

明
器
具
の
追
加
等
を
行
い
、

ク
ー
ラ
ー
は
令
和
６
年
度
に
整

備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
教
師
の
仕
事
の
効
率
化

の
為
、
教
室
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
町
内
小
中
学
校
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
に
無
線
へ

変
更
す
る
工
事
を
計
画
し
て
い

る
。

　
言
語
教
室
へ
の
流
し
台

の
設
置
、
教
室
に
場
を
設
定
す

る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
せ

な
い
か
伺
う
。

　
特
別
支
援
学
級
は
、
東

風
平
小
学
校
で
は
在
籍
数
１
０

４
１
名
中
59
名
の
児
童
が
い

る
。
知
的
教
育
学
級
が
定
員
８

名
で
３
ク
ラ
ス
、
言
語
学
級
が

１
ク
ラ
ス
１
名
、
情
緒
教
育
が

４
ク
ラ
ス
で
32
名
で
あ
る
。
学

級
数
で
は
合
計
８
ク
ラ
ス
59
名

が
在
籍
し
て
い
る
。
通
級
指
導

教
室
（
在
籍
で
は
な
く
通
級
）

13
人
に
対
し
、
１
名
の
教
諭
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
１
と
２
の
教
室
は
広
さ
が
十

分
で
な
い
た
め
座
学
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
旧
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

区
切
っ
て
２
教
室
あ
る
が
、
令

和
６
年
度
は
２
教
室
増
を
計
画

し
て
い
る
。

　
支
援
学
級
も
狭
い
為

個
々
の
課
題
に
即
し
た
学
習
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
級
に
つ

い
て
は
、
普
通
教
室
を
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
仕
切
っ

て
授
業
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
町
内
で
悪
臭
に
よ
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
地
域
と

原
因
と
な
る
理
由
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
の

件
数
は
字
港
川
・
具
志
頭
区
域

で
豚
舎
が
発
生
源
と
思
わ
れ
る

苦
情
が
21
件
、
字
具
志
頭
区
域

で
堆
肥
製
造
施
設
が
発
生
源
と

思
わ
れ
る
苦
情
が
９
件
、
字
世

名
城
・
富
盛
区
域
で
、
堆
肥
製

造
施
設
が
発
生
源
と
思
わ
れ
る

れ
る
苦
情
が
７
件
、
そ
の
他
、

農
地
へ
の
液
肥
等
の
投
入
が
原

因
と
思
わ
れ
る
苦
情
が
10
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
悪
臭
に
よ
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
、
各
々
、
原
因
と
な
る

地
域
へ
の
取
組
み
を

伺
う
。　

苦
情
が
あ
っ

た
際
は
、
す
み
や
か

に
現
場
へ
赴
き
状
況

の
確
認
を
行
い
、
原

因
と
思
わ
れ
る
施
設

等
へ
苦
情
の
内
容
を

伝
え
対
策
を
講
じ
る

よ
う
指
導
を
行
っ
て

い
く
。　

６
月
定
例
会

の
一
般
質
問
に
お
い

て
私
は
八
重
瀬
町
が

先
導
し
悪
臭
対
策
に

真
剣
に
行
動
を
起
こ

す
べ
き
で
あ
る
と
取

り
上
げ
、
町
長
は
今

の
ま
ま
の
悪
臭
対
策

の
あ
り
方
で
は
ダ
メ
だ
と
思
っ

て
い
る
。
ど
う
い
う
形
で
企
業

側
に
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら
え

る
か
、
し
っ
か
り
研
究
し
て
い

け
れ
ば
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

真
剣
な
取
り
組
み
の
状
況
を
伺

う
。

　
具
志
頭
畜
産
環
境
保
全

対
策
連
絡
協
議
会
を
７
月
に
開

催
し
た
。
会
議
の
中
で
は
例
年

よ
り
厳
し
い
意
見
が
あ
り
、
参

加
者
か
ら
進
ま
な
い
悪
臭
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て

行
く
の
か
の
発
言
に
対
し
て
、

具
志
頭
畜
産
か
ら
は
、
１
番
は

移
転
だ
が
、
減
頭
が
で
き
る
か

社
内
で
の
検
討
、
新
た
な
臭
気

対
策
に
つ
い
て
追
加
で
行
っ
て

い
く
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

今
後
も
提
案
さ
れ
た
対
策
等
に

つ
い
て
検
証
を
行
い
目
に
見
え

る
効
果
が
だ
せ
る
よ
う
取
組
ん

で
い
く
。

 

　
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い

具
志
頭
畜
産
の
悪
臭
、
地
域
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
悪
臭
の
も

と
は
各
施
設
に
よ
っ
て
違
う
と

思
う
が
、
消
臭
自
体
が
全
て
に

お
い
て
可
能
な
消
臭
剤
と
い
う

こ
と
で
業
者
の
畜
舎
の
消
臭
液

が
畜
産
業
の
未
来
を
変
え
る
と

い
う
実
証
報
告
を
交
え
て
聞
い

た
。
地
元
港
川
の
悪
臭
対
策
委

員
と
一
緒
に
耳
を
傾
け
た
ら
、

非
常
に
効
果
が
出
る
消
臭
剤
で

は
な
い
か
な
と
確
信
し
て
い

る
。
業
者
を
招
い
て
勉
強
会
開

催
を
提
案
す
る
。

　
場
を
設
け
る
こ
と
は
可

能
だ
と
思
う
。
三
者
協
を
臨
時

に
開
く
の
か
、
別
枠
で
や
る
の

か
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
一
緒
に
話
を

伺
っ
て
み
る
の
は
い
い
と
思

う
。

　
輪
番
に
よ
り
次
は
八
重

瀬
町
が
建
設
場
所
に
決
ま
っ
て

い
る
。
建
設
を
希
望
す
る
自
治

会
か
ら
の
推
薦
状
況
と
当
局
で

の
状
況
を
伺
う
。

　
２
箇
所
の
自
治
会
か

ら
、
条
件
付
き
で
受
入
れ
の
要

望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
庁
内

で
も
候
補
地
と
な
り
う
る
場
所

に
つ
い
て
最
終
的
な
確
認
作
業

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

町
長

町
長

上原  勝彦　議 員

町
内
悪
臭
対
策

に
つ
い
て

苦
情
を
伝
え
対
策
を

講
じ
る
よ
う
指
導

悪
臭
の
消
臭
対
策

の
勉
強
会
開
催
を

話
を
伺
っ
て
み
る
の
は

い
い
こ
と
だ
と
思
う

八
重
瀬
町
へ
の

最
終
処
分
場
建
設

に
つ
い
て

２
自
治
会
か
ら
条
件
付

き
で
受
け
入
れ
要
望

金城  秀雄　議 員
うえはら　かつひこきんじょう　ひでお

特
別
支
援
教
育
の

　環
境
改
善
に
つ
い
て
伺
う

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

そ
の
他
質
問

・
児
童
生
徒
増
に
伴
う
教
室

問
題
に
つ
い
て
の
見
解

・
新
住
民
の
自
治
会
加
入
促

進
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

富盛にあるバイオガスプラント
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員
は
、
令
和
６
年
度
に

２
名
の
増
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
は
沖
縄
県
教
育
委
員

会
か
ら
の
職
員
で
あ
り
八
重
瀬

町
へ
の
配
置
は
３
名
と
な
っ
て

い
る
。　

不
登
校
や
そ
の
傾
向
に

あ
る
児
童
に
対
し
、
教
育
相
談

や
指
導
を
行
う
登
校
指
導
員
を

配
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
自
立
活
動
で
は
、
運
動

す
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
ス
ペ
ー

ス
が
無
い
が
見
解
を
伺
う
。

　
東
風
平
小
学
校
の
教

室
は
、
令
和
６
年
度
に
増
築
の

計
画
が
あ
る
の
で
、
普
通
教

室
、
特
別
支
援
学
級
、
プ
レ
イ

ル
ー
ム
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
教
室
の
照
明
度
、
ク
ー

ラ
ー
の
効
き
の
悪
い
所
を
改
善

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
教
室
の
照
明
度
を
調

査
し
て
、
電
球
の
取
替
え
や
照

明
器
具
の
追
加
等
を
行
い
、

ク
ー
ラ
ー
は
令
和
６
年
度
に
整

備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
教
師
の
仕
事
の
効
率
化

の
為
、
教
室
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
町
内
小
中
学
校
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
に
無
線
へ

変
更
す
る
工
事
を
計
画
し
て
い

る
。

　
言
語
教
室
へ
の
流
し
台

の
設
置
、
教
室
に
場
を
設
定
す

る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
せ

な
い
か
伺
う
。

　
特
別
支
援
学
級
は
、
東

風
平
小
学
校
で
は
在
籍
数
１
０

４
１
名
中
59
名
の
児
童
が
い

る
。
知
的
教
育
学
級
が
定
員
８

名
で
３
ク
ラ
ス
、
言
語
学
級
が

１
ク
ラ
ス
１
名
、
情
緒
教
育
が

４
ク
ラ
ス
で
32
名
で
あ
る
。
学

級
数
で
は
合
計
８
ク
ラ
ス
59
名

が
在
籍
し
て
い
る
。
通
級
指
導

教
室
（
在
籍
で
は
な
く
通
級
）

13
人
に
対
し
、
１
名
の
教
諭
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
１
と
２
の
教
室
は
広
さ
が
十

分
で
な
い
た
め
座
学
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
旧
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

区
切
っ
て
２
教
室
あ
る
が
、
令

和
６
年
度
は
２
教
室
増
を
計
画

し
て
い
る
。

　
支
援
学
級
も
狭
い
為

個
々
の
課
題
に
即
し
た
学
習
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
級
に
つ

い
て
は
、
普
通
教
室
を
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
仕
切
っ

て
授
業
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
町
内
で
悪
臭
に
よ
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
地
域
と

原
因
と
な
る
理
由
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
の

件
数
は
字
港
川
・
具
志
頭
区
域

で
豚
舎
が
発
生
源
と
思
わ
れ
る

苦
情
が
21
件
、
字
具
志
頭
区
域

で
堆
肥
製
造
施
設
が
発
生
源
と

思
わ
れ
る
苦
情
が
９
件
、
字
世

名
城
・
富
盛
区
域
で
、
堆
肥
製

造
施
設
が
発
生
源
と
思
わ
れ
る

れ
る
苦
情
が
７
件
、
そ
の
他
、

農
地
へ
の
液
肥
等
の
投
入
が
原

因
と
思
わ
れ
る
苦
情
が
10
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
悪
臭
に
よ
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
、
各
々
、
原
因
と
な
る

地
域
へ
の
取
組
み
を

伺
う
。　

苦
情
が
あ
っ

た
際
は
、
す
み
や
か

に
現
場
へ
赴
き
状
況

の
確
認
を
行
い
、
原

因
と
思
わ
れ
る
施
設

等
へ
苦
情
の
内
容
を

伝
え
対
策
を
講
じ
る

よ
う
指
導
を
行
っ
て

い
く
。　

６
月
定
例
会

の
一
般
質
問
に
お
い

て
私
は
八
重
瀬
町
が

先
導
し
悪
臭
対
策
に

真
剣
に
行
動
を
起
こ

す
べ
き
で
あ
る
と
取

り
上
げ
、
町
長
は
今

の
ま
ま
の
悪
臭
対
策

の
あ
り
方
で
は
ダ
メ
だ
と
思
っ

て
い
る
。
ど
う
い
う
形
で
企
業

側
に
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら
え

る
か
、
し
っ
か
り
研
究
し
て
い

け
れ
ば
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

真
剣
な
取
り
組
み
の
状
況
を
伺

う
。

　
具
志
頭
畜
産
環
境
保
全

対
策
連
絡
協
議
会
を
７
月
に
開

催
し
た
。
会
議
の
中
で
は
例
年

よ
り
厳
し
い
意
見
が
あ
り
、
参

加
者
か
ら
進
ま
な
い
悪
臭
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て

行
く
の
か
の
発
言
に
対
し
て
、

具
志
頭
畜
産
か
ら
は
、
１
番
は

移
転
だ
が
、
減
頭
が
で
き
る
か

社
内
で
の
検
討
、
新
た
な
臭
気

対
策
に
つ
い
て
追
加
で
行
っ
て

い
く
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

今
後
も
提
案
さ
れ
た
対
策
等
に

つ
い
て
検
証
を
行
い
目
に
見
え

る
効
果
が
だ
せ
る
よ
う
取
組
ん

で
い
く
。

 

　
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い

具
志
頭
畜
産
の
悪
臭
、
地
域
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
悪
臭
の
も

と
は
各
施
設
に
よ
っ
て
違
う
と

思
う
が
、
消
臭
自
体
が
全
て
に

お
い
て
可
能
な
消
臭
剤
と
い
う

こ
と
で
業
者
の
畜
舎
の
消
臭
液

が
畜
産
業
の
未
来
を
変
え
る
と

い
う
実
証
報
告
を
交
え
て
聞
い

た
。
地
元
港
川
の
悪
臭
対
策
委

員
と
一
緒
に
耳
を
傾
け
た
ら
、

非
常
に
効
果
が
出
る
消
臭
剤
で

は
な
い
か
な
と
確
信
し
て
い

る
。
業
者
を
招
い
て
勉
強
会
開

催
を
提
案
す
る
。

　
場
を
設
け
る
こ
と
は
可

能
だ
と
思
う
。
三
者
協
を
臨
時

に
開
く
の
か
、
別
枠
で
や
る
の

か
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
一
緒
に
話
を

伺
っ
て
み
る
の
は
い
い
と
思

う
。

　
輪
番
に
よ
り
次
は
八
重

瀬
町
が
建
設
場
所
に
決
ま
っ
て

い
る
。
建
設
を
希
望
す
る
自
治

会
か
ら
の
推
薦
状
況
と
当
局
で

の
状
況
を
伺
う
。

　
２
箇
所
の
自
治
会
か

ら
、
条
件
付
き
で
受
入
れ
の
要

望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
庁
内

で
も
候
補
地
と
な
り
う
る
場
所

に
つ
い
て
最
終
的
な
確
認
作
業

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

町
長

町
長

上原  勝彦　議 員

町
内
悪
臭
対
策

に
つ
い
て

苦
情
を
伝
え
対
策
を

講
じ
る
よ
う
指
導

悪
臭
の
消
臭
対
策

の
勉
強
会
開
催
を

話
を
伺
っ
て
み
る
の
は

い
い
こ
と
だ
と
思
う

八
重
瀬
町
へ
の

最
終
処
分
場
建
設

に
つ
い
て

２
自
治
会
か
ら
条
件
付

き
で
受
け
入
れ
要
望

金城  秀雄　議 員
うえはら　かつひこきんじょう　ひでお

特
別
支
援
教
育
の

　環
境
改
善
に
つ
い
て
伺
う

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

そ
の
他
質
問

・
児
童
生
徒
増
に
伴
う
教
室

問
題
に
つ
い
て
の
見
解

・
新
住
民
の
自
治
会
加
入
促

進
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

富盛にあるバイオガスプラント
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沖
縄
県
は
特
定
行
政
庁

で
あ
り
、
裁
量
権
が
あ
る
。
12

条
5
項
が
出
せ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
こ
の
自
立
式
擁
壁
に

対
し
て
取
り
壊
し
を
指
導
し
て

い
な
い
。
そ
れ
に
個
人
の
私
有

地
に
、
こ
の
擁
壁
が
あ
る
の

で
、
即
、
取
り
壊
し
の
是
正
を

行
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
部
長

の
考
え
で
、
ど
う
し
て
取
り
壊

し
、
造
り
直
し
と
い
う
発
言
が

出
て
く
る
の
か
。　

我
々
は
、
既

に
12
条
5
項
を
出
し
て
い
る
。

出
せ
な
い
状
況
の
よ
う
な
構
造

物
が
造
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
取
り
壊
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
我
々
は
、
そ
れ
を
証
明

で
き
る
の
で
既
に
出
し
て
い

る
。

　
部
長
が
直
接
、
県
に
出

向
い
て
確
認
を
す
る
の
は
、
重

要
な
問
題
で
あ
る
。
実
態
を
確

認
し
な
け
れ
ば
、
現
状
を
放
置

す
る
の
は
大
変
危
険
で
あ
る
。

ど
う
し
て
南
部
土
木
事
務
所
に

12
条
5
項
の
確
認
を
し
な
い
の

か
。

　
平
成
15
年
に

建
設
し
、
平
成
22
年
に
６
条
申

請
を
し
な
さ
い
と
新
た
に
通
達

が
き
た
。
建
物
の
建
築
確
認
に

時
間
が
か
か
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
問
題
で
あ
る
。
12

条
5
項
報
告
を
さ
せ
て
ほ
し
い

か
ら
、
安
全
性
は
我
々
の
方
で

担
保
す
る
か
ら
と
言
う
こ
と
で

出
し
て
い
る
。

　
違
法
擁
壁
を
放
置
す
る

こ
と
は
、
社
会
的
に
危
険
な
状

態
で
あ
り
、
特
に
地
権
者
の
生

命
、
財
産
に
深
刻
な
不
利
益
を

与
え
る
こ
と
に
繋

が
る
。
町
長
、
一

刻
も
早
く
解
決
策

を
示
し
、
八
重
瀬

町
が
記
者
会
見
を

し
て
、
公
表
し

て
、
謝
罪
を
す
る

事
が
今
大
事
で
は

な
い
か
。

　
情
報
公
開
を

行
っ
た
際
に
、
自

立
式
は
12
条
5
項

報
告
で
は
、
担
保

し
な
い
と
い
う
回

答
を
得
た
。
そ
の

通
り
だ
と
思
う
。

12
条
5
項
自
体
が

そ
う
い
う
制
度
で

あ
る
。
安
全
性
は
我
々
が
証
明

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
12

条
5
項
は
確
認
許
可
を
出
す
制

度
で
は
な
い
。
宅
造
法
に
も

載
っ
て
い
る
擁
壁
で
は
な
く
、

法
の
擁
壁
で
は
な
い
と
い
う
の

は
事
実
で
あ
る
。

　
そ
の
場
所
の
自
立
式
擁

壁
の
角
地
は
一
片
の
長
さ
が
50

メ
ー
ト
ル
あ
る
。
他
の
一
片
の

長
さ
は
約
20
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

９
月
の
答
弁
か
ら
す
る
と
、
こ

の
自
立
式
擁
壁
が
12
条
5
項
の

報
告
が
出
せ
な
い
な
ら
、
取
り

壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
造

り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
れ
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
と

言
う
結
論
で
す
が
、
も
し
12
条

報
告
を
し
て
確
認
済
証
が
下
ろ

さ
な
け
れ
ば
、
取
り
壊
す
こ
と

に
な
る
か
。

　
12
条
5
項
の

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
安
全
だ
と
い
う
こ
と
は
担

保
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
、

取
り
壊
す
予
定
も
な
い
。

神谷  信夫　議 員

　
①
庁
舎
管
理
規
測
の
禁

止
行
為
第
４
条
１
に
「
示
威

又
は
け
ん
騒
に
わ
た
る
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
」（
６
）に

「
職
員
の
面
会
を
強
要
す
る

こ
と
」
と
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
状
況
を
想
定
し
て
い
る
の

か
、
又
本
庁
舎
内
で
第
４
条

の
禁
止
行
為
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
の
か
伺
う
。

②
第
７
条
に
「
こ
の
規
則
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
庁
舎
の
秩

序
の
維
持
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
別
に
定
め
る
」
と
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
伺
う
。

③
現
在
、
本
町
庁
舎
で
は
会
議

の
会
話
が
無
断
で
録
音
さ

れ
、
そ
の
内
容
が
第
３
者
に

提
供
さ
れ
る
事
例
が
発
生
し

て
い
る
。
無
断
録
音
自
体
は

違
法
で
は
な
い
が
、
そ
の
録

音
を
第
３
者
に
提
供
す
る
こ

と
は
東
京
高
裁
判
決
で
「
通

常
話
者
の
一
般
的
人
格
権
の

侵
害
と
な
り
う
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
」
と
の
判
例
の

と
お
り
、
不
法
行
為
で
あ

る
。
こ
の
不
法
行
為
の
是
正

の
為
、
庁
舎
管
理
規
測
を
改

正
し
庁
舎
敷
地
内
で
の
写

真
・
動
画
撮
影
や
録
音
を
禁

止
す
る
規
則
の
制
定
が
可
能

か
伺
う
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
お
客

様
の
窓
口
手
続
き
や
職
員
の

業
務
遂
行
の
妨
げ
に
な
る
迷

惑
行
為
。
職
員
へ
面
会
の
強

要
は
非
常
識
な
要
求
に
加

え
、
度
を
越
え
た
繰
り
返
し

の
面
会
の
要
求
が
あ
げ
ら
れ

る
。

②
本
規
則
の
別
に
定
め
る
事
項

に
は
禁
止
行
為
の
例
や
許
可

行
為
の
運
用
基
準
、
許
可
の

手
順
、
違
反
者
へ
の
対
応
方

法
が
あ
げ
ら
れ
る
。

③
無
断
録
音
自
体
は
違
法
で
は

な
い
が
第
３
者
へ
の
提
供
は

職
員
に
つ
い
て
は
地
方
公
務

員
法
の
守
秘
義
務
な
ど
の
法

令
違
反
と
な
る
。
写
真
・
動

画
撮
影
・
録
音
に
つ
い
て
は

一
定
の
条
件
を
除
き
禁
止
す

る
こ
と
を
関
係
規
則
で
制
定

す
る
こ
と
は
可
能
。

　
①
行
政
・
議
会
に
お
い

て
事
実
を
曲
解
し
た
投
稿
や
恣

意
的
に
解
釈
し
た
投
稿
が
行
わ

れ
権
利
侵
害
が
発
生
し
た
場
合

の
対
策
を
伺
う
。
②
本
町
で
権

利
侵
害
情
報
が
発
生
し
た
事
案

が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
あ
る

特
定
の
人
物
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

お
い
て
町
職
員
の
氏
名
及
び
投

稿
者
の
解
釈
に
よ
る
町
役
場
業

務
に
対
す
る
内
容
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
件
で
は
内
部
で

情
報
共
有
及
び
顧
問
弁
護
士
へ

相
談
し
て
い
る
。

　
①
不
登
校
児
童
生
徒
数

の
推
移
。
②
学
年
別
不
登
校
児

童
生
徒
数
。
③
学
校
内
外
の
専

門
機
関
等
で
相
談
・
指
導
等
を

受
け
た
状
況
。
④
自
宅
に
お
け

る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習

活
動
を
出
席
扱
い
小
中
生
徒

数
。
⑤
校
内
教
育
セ
ン
タ
ー
の

状
況
。
⑥
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
と
の
連
携
状
況
。

　
③
に
つ
い
て
は
学
校

内
で
の
相
談
は
担
任
・
学
年
・

「
教
育
相
談
員
」
「
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の
相
談
、
町

教
育
委
員
会
の
教
育
相
談
員
が

学
校
を
訪
問
し
て
相
談
を
行
っ

て
い
る
。
学
校
外
の
専
門
機
関

等
の
相
談
・
指
導
で
は
町
教
育

相
談
室
・
し
の
の
め
教
室
へ
の

相
談
・
入
室
を
行
っ
て
い
る
。

砂川  泰秀　議 員
かみや　　のぶ おすながわ　やすひで

自
立
式
擁
壁
に
、
12
条
５
項
報
告
が

出
せ
な
い
な
ら
、
取
り
壊
す
の
か

出
せ
な
い
状
況
の
よ
う
な
構
造
物
で
あ
れ
ば
、

取
り
壊
さ
れ
る

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

町
長

庁
舎
管
理
規
測

に
つ
い
て

町
長 ＳＮＳ上での誹謗

中傷への対策に
ついて

対応を検討する。

不登校児童生徒へ
の支援について

　

教
育
長

八重瀬町役場本庁舎

区画整理事業内の道路使用の自立式擁壁（国道507号沿い伊覇地区）

区画整理事業内の自立式擁壁（屋宜原地区）
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沖
縄
県
は
特
定
行
政
庁

で
あ
り
、
裁
量
権
が
あ
る
。
12

条
5
項
が
出
せ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
こ
の
自
立
式
擁
壁
に

対
し
て
取
り
壊
し
を
指
導
し
て

い
な
い
。
そ
れ
に
個
人
の
私
有

地
に
、
こ
の
擁
壁
が
あ
る
の

で
、
即
、
取
り
壊
し
の
是
正
を

行
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
部
長

の
考
え
で
、
ど
う
し
て
取
り
壊

し
、
造
り
直
し
と
い
う
発
言
が

出
て
く
る
の
か
。　

我
々
は
、
既

に
12
条
5
項
を
出
し
て
い
る
。

出
せ
な
い
状
況
の
よ
う
な
構
造

物
が
造
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
取
り
壊
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
我
々
は
、
そ
れ
を
証
明

で
き
る
の
で
既
に
出
し
て
い

る
。

　
部
長
が
直
接
、
県
に
出

向
い
て
確
認
を
す
る
の
は
、
重

要
な
問
題
で
あ
る
。
実
態
を
確

認
し
な
け
れ
ば
、
現
状
を
放
置

す
る
の
は
大
変
危
険
で
あ
る
。

ど
う
し
て
南
部
土
木
事
務
所
に

12
条
5
項
の
確
認
を
し
な
い
の

か
。

　
平
成
15
年
に

建
設
し
、
平
成
22
年
に
６
条
申

請
を
し
な
さ
い
と
新
た
に
通
達

が
き
た
。
建
物
の
建
築
確
認
に

時
間
が
か
か
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
問
題
で
あ
る
。
12

条
5
項
報
告
を
さ
せ
て
ほ
し
い

か
ら
、
安
全
性
は
我
々
の
方
で

担
保
す
る
か
ら
と
言
う
こ
と
で

出
し
て
い
る
。

　
違
法
擁
壁
を
放
置
す
る

こ
と
は
、
社
会
的
に
危
険
な
状

態
で
あ
り
、
特
に
地
権
者
の
生

命
、
財
産
に
深
刻
な
不
利
益
を

与
え
る
こ
と
に
繋

が
る
。
町
長
、
一

刻
も
早
く
解
決
策

を
示
し
、
八
重
瀬

町
が
記
者
会
見
を

し
て
、
公
表
し

て
、
謝
罪
を
す
る

事
が
今
大
事
で
は

な
い
か
。

　
情
報
公
開
を

行
っ
た
際
に
、
自

立
式
は
12
条
5
項

報
告
で
は
、
担
保

し
な
い
と
い
う
回

答
を
得
た
。
そ
の

通
り
だ
と
思
う
。

12
条
5
項
自
体
が

そ
う
い
う
制
度
で

あ
る
。
安
全
性
は
我
々
が
証
明

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
12

条
5
項
は
確
認
許
可
を
出
す
制

度
で
は
な
い
。
宅
造
法
に
も

載
っ
て
い
る
擁
壁
で
は
な
く
、

法
の
擁
壁
で
は
な
い
と
い
う
の

は
事
実
で
あ
る
。

　
そ
の
場
所
の
自
立
式
擁

壁
の
角
地
は
一
片
の
長
さ
が
50

メ
ー
ト
ル
あ
る
。
他
の
一
片
の

長
さ
は
約
20
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

９
月
の
答
弁
か
ら
す
る
と
、
こ

の
自
立
式
擁
壁
が
12
条
5
項
の

報
告
が
出
せ
な
い
な
ら
、
取
り

壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
造

り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
れ
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
と

言
う
結
論
で
す
が
、
も
し
12
条

報
告
を
し
て
確
認
済
証
が
下
ろ

さ
な
け
れ
ば
、
取
り
壊
す
こ
と

に
な
る
か
。

　
12
条
5
項
の

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
安
全
だ
と
い
う
こ
と
は
担

保
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
、

取
り
壊
す
予
定
も
な
い
。

神谷  信夫　議 員

　
①
庁
舎
管
理
規
測
の
禁

止
行
為
第
４
条
１
に
「
示
威

又
は
け
ん
騒
に
わ
た
る
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
」（
６
）に

「
職
員
の
面
会
を
強
要
す
る

こ
と
」
と
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
状
況
を
想
定
し
て
い
る
の

か
、
又
本
庁
舎
内
で
第
４
条

の
禁
止
行
為
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
の
か
伺
う
。

②
第
７
条
に
「
こ
の
規
則
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
庁
舎
の
秩

序
の
維
持
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
別
に
定
め
る
」
と
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
伺
う
。

③
現
在
、
本
町
庁
舎
で
は
会
議

の
会
話
が
無
断
で
録
音
さ

れ
、
そ
の
内
容
が
第
３
者
に

提
供
さ
れ
る
事
例
が
発
生
し

て
い
る
。
無
断
録
音
自
体
は

違
法
で
は
な
い
が
、
そ
の
録

音
を
第
３
者
に
提
供
す
る
こ

と
は
東
京
高
裁
判
決
で
「
通

常
話
者
の
一
般
的
人
格
権
の

侵
害
と
な
り
う
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
」
と
の
判
例
の

と
お
り
、
不
法
行
為
で
あ

る
。
こ
の
不
法
行
為
の
是
正

の
為
、
庁
舎
管
理
規
測
を
改

正
し
庁
舎
敷
地
内
で
の
写

真
・
動
画
撮
影
や
録
音
を
禁

止
す
る
規
則
の
制
定
が
可
能

か
伺
う
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
お
客

様
の
窓
口
手
続
き
や
職
員
の

業
務
遂
行
の
妨
げ
に
な
る
迷

惑
行
為
。
職
員
へ
面
会
の
強

要
は
非
常
識
な
要
求
に
加

え
、
度
を
越
え
た
繰
り
返
し

の
面
会
の
要
求
が
あ
げ
ら
れ

る
。

②
本
規
則
の
別
に
定
め
る
事
項

に
は
禁
止
行
為
の
例
や
許
可

行
為
の
運
用
基
準
、
許
可
の

手
順
、
違
反
者
へ
の
対
応
方

法
が
あ
げ
ら
れ
る
。

③
無
断
録
音
自
体
は
違
法
で
は

な
い
が
第
３
者
へ
の
提
供
は

職
員
に
つ
い
て
は
地
方
公
務

員
法
の
守
秘
義
務
な
ど
の
法

令
違
反
と
な
る
。
写
真
・
動

画
撮
影
・
録
音
に
つ
い
て
は

一
定
の
条
件
を
除
き
禁
止
す

る
こ
と
を
関
係
規
則
で
制
定

す
る
こ
と
は
可
能
。

　
①
行
政
・
議
会
に
お
い

て
事
実
を
曲
解
し
た
投
稿
や
恣

意
的
に
解
釈
し
た
投
稿
が
行
わ

れ
権
利
侵
害
が
発
生
し
た
場
合

の
対
策
を
伺
う
。
②
本
町
で
権

利
侵
害
情
報
が
発
生
し
た
事
案

が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
あ
る

特
定
の
人
物
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

お
い
て
町
職
員
の
氏
名
及
び
投

稿
者
の
解
釈
に
よ
る
町
役
場
業

務
に
対
す
る
内
容
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
件
で
は
内
部
で

情
報
共
有
及
び
顧
問
弁
護
士
へ

相
談
し
て
い
る
。

　
①
不
登
校
児
童
生
徒
数

の
推
移
。
②
学
年
別
不
登
校
児

童
生
徒
数
。
③
学
校
内
外
の
専

門
機
関
等
で
相
談
・
指
導
等
を

受
け
た
状
況
。
④
自
宅
に
お
け

る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習

活
動
を
出
席
扱
い
小
中
生
徒

数
。
⑤
校
内
教
育
セ
ン
タ
ー
の

状
況
。
⑥
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
と
の
連
携
状
況
。

　
③
に
つ
い
て
は
学
校

内
で
の
相
談
は
担
任
・
学
年
・

「
教
育
相
談
員
」
「
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の
相
談
、
町

教
育
委
員
会
の
教
育
相
談
員
が

学
校
を
訪
問
し
て
相
談
を
行
っ

て
い
る
。
学
校
外
の
専
門
機
関

等
の
相
談
・
指
導
で
は
町
教
育

相
談
室
・
し
の
の
め
教
室
へ
の

相
談
・
入
室
を
行
っ
て
い
る
。

砂川  泰秀　議 員
かみや　　のぶ おすながわ　やすひで

自
立
式
擁
壁
に
、
12
条
５
項
報
告
が

出
せ
な
い
な
ら
、
取
り
壊
す
の
か

出
せ
な
い
状
況
の
よ
う
な
構
造
物
で
あ
れ
ば
、

取
り
壊
さ
れ
る

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

町
長

庁
舎
管
理
規
測

に
つ
い
て

町
長 ＳＮＳ上での誹謗

中傷への対策に
ついて

対応を検討する。

不登校児童生徒へ
の支援について

　

教
育
長

八重瀬町役場本庁舎

区画整理事業内の道路使用の自立式擁壁（国道507号沿い伊覇地区）
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東
風
平
西
原
２
号
線

は
、
糸
満
与
那
原
と
糸
満
与
那

原
線
バ
イ
パ
ス
を
繋
ぐ
重
要
な

路
線
で
あ
る
。
地
下
水
の
滲
出

で
路
面
は
各
所
で
破
壊
、
常
時

水
溜
り
を
き
た
し
、
排
水
路
も

不
備
で
あ
り
、
早
期
改
良
整
備

を
願
う
。　

現
場
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
水
溜
り
の
確
認
が
で
き
た
の

で
、
今
後
予
算
の
範
囲
内
で
、

側
溝
の
改
修
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
の
打
ち
換
え
を
検
討
す

る
。

　
常
時
水
が
溜

ま
っ
て
い
る
と
、
側
溝
よ
り
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
低
く
な
っ

て
い
る
状
況
、
早
急
に
す
る
現

場
で
あ
る
。

　
伊
覇
区
画
整
理
地
内
伊

覇
区
６-

29
号
線
の
中
間
あ
た
り

支
線
沿
い
に
２
つ
の
井
戸
が
あ

る
。
字
東
風
平
北
の
聖
域
を
水

源
と
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ

る
。
１
つ
目
の
井
戸
は
、
簡
易

な
金
網
囲
い
だ
け
で
、
２
つ
目

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
掌
近
く
ま

で
埋
も
れ
て
危
険
な
状
態
で
あ

る
。
文
化
財
的
井
戸
と
し
て
整

備
が
必
要
と
お
も
う
が
。

　
拝
所
と
な
っ
て
い
る

井
戸
等
、
管
理
は
、
基
本
的
に

は
、
所
有
者
、
利
用
者
及
び
地

域
な
ど
の
管
理
責
任
者
が
に
な

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。　

字
か
ら

の
要
請
で
整
備
検
討
。

　
伊
覇
区
画
整
理
地
内
県

道
糸
満
与
那
原
線
バ
イ
パ
ス
歩

道
へ
の
私
有
地
（
ア
イ
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
跡
地
）
の
雨
水
流
出

は
、
歩
道
を
ノ
リ
で
危
険
な
状

態
に
し
て
い
る
。
早
め
の
対
策

を
。

　
県
道
側
の
排
水
路
へ
の

接
続
管
路
も
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
私
有
地
か
ら
の
排

水
流
出
に
つ
い
て
土
の
う
設
置

等
、
土
地
の
管
理
者
立
ち
合
い

の
も
と
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
Ａ
コ
ー
プ
跡
へ
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
は
、
次
年

度
な
の
か
伺
う
。
　

　
又
、
「
ぴ
っ
ぴ
」
は
、
当
地

へ
移
設
で
き
な
い
か
。
幼
小
の

交
流
の
場
が
出
来
る
。
検
討
を

　
２
月
中
旬
開
所
。「
ぴ
っ

ぴ
」
は
、
地
域
や
保
育
園
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
も
あ
る
の
で
、
今

後
、
検
討
し
た
い
。

　
上
田
原
地
区
県
企
業
局

沿
い
の
西
嶺
線
に
沿
う
崖
地
崩

壊
は
、
経
年
し
風
化
の
状
況
で

あ
る
。
今
、
当
該
地
に
残
土
、

粗
大
ご
み
の
投
棄
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
西
嶺
線
に
崖
地

沿
い
に
亀
裂
が
進
行
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
次
の
事
を
伺

う
。

①
崖
滑
り
解
析
の
早
期
実
施
。

　
起
債
事
業
に
よ
る
緊
急

自
然
災
害
防
止
事
業
債
で
の
採

択
に
向
け
、
今
後
、
関
係
機
関

と
調
整
し
て
い
く
。

町
長

町
長

町
長

神谷  秀明　議 員

　
特
別
支
援
教
育
は
、

個
々
に
学
習
課
題
が
必
要
な
為

教
育
環
境
等
、
諸
問
題
の
改
善

に
取
り
組
め
な
い
か
町
の
見
解

を
伺
う
。

①
教
室
が
足
り
な
い
、
又
、
教

室
が
狭
く
照
明
が
暗
い
箇
所
が

あ
り
、
場
所
を
設
定
す
る
際
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
足
り
な

い
。

②
ク
ー
ラ
ー
の
効
き
が
弱
く
、

空
調
が
悪
い
箇
所
が
あ
る
。

③
支
援
員
に
は
、
学
習
指
導

員
、
特
別
支
援
員
、
又
、
全
国

で
不
登
校
の
小
中
学
生
が
30
万

人
と
過
去
最
多
に
な
っ
て
お

り
、
保
護
者
も
孤
独
、
孤
立
感

を
深
め
て
い
る
、
登
校
支
援
員

を
含
め
児
童
生
徒
数
が
１
０
０

０
名
規
模
の
小
学
校
と
し
て

は
、
支
援
員
が
少
な
く
、
増
員

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
①
に
つ
い
て
令
和
５

年
度
12
月
補
正
（
第
７
号
）
予

算
に
て
対
応
す
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

に
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
。

③
東
風
平
小
学
校
の
特
別
指
導

員
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

に
２
名
の
増
員
を
計
画
し
て
い

る
。

　
東
風
平
小
学
校
に
外
部

か
ら
侵
入
し
、
度
々
、
校
内
で

火
遊
び
が
あ
り
、
糸
満
署
へ
の

通
報
が
あ
る
。
防
災
、
青
少
年

育
成
の
為
に
も
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
、
警
備
員
の
配
置
、
も

し
く
は
巡
回
を
増
や
せ
な
い
か

見
解
を
伺
う
。

　
校
内
で
、色
々

い
た
ず
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ

り
、
糸
満
署
に
も
連
絡
し
て
巡

回
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
防

犯
カ
メ
ラ
か
ら
設
置
し
て
、
そ

の
後
警
備
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く
。

　
東
風
平
か
ら
世
名
城
、

高
良
線
と
志
多
伯
方
面
か
ら
の

農
道
の
交
差
点
で
、
刈
り
取
り

前
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
影
響
も
あ

り
、
見
通
し
が
悪
く
、
又
、
直

線
道
路
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
が

ち
で
あ
る
為
、
非
常
に
危
険
な

状
況
で
あ
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
需
要
の
多
い
中
、
ぜ
ひ
優
先

順
位
を
上
げ
て
修
繕
し
て
頂
き

た
い
。　

当
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ

い
て
は
、
先
の
台
風
６
号
被
害

に
よ
る
も
の
で
修
繕
工
事
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
国
道
５
０
７
号
線
の
工

事
に
伴
い
、
バ
ス
停
留
所
も
移

動
し
た
。
屋
根
も
無
く
、
子
供

達
が
沖
縄
の
強
い
日
差
し
、
風

雨
に
み
ま
わ
れ
、
健
康
面
、
学

力
向
上
面
か
ら
考
え
て
も
以
前

の
よ
う
に
、
バ
ス
停
留
所
に
上

屋
を
設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
東
風
平
中
学
校
前
の
バ

ス
停
留
所
の
上
屋
に
つ
い
て

は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
、
県

土
木
事
務
所
へ
道
路
拡
張
工
事

と
併
せ
た
バ
ス
停
の
整
備
計
画

が
あ
る
か
確
認
中
で
計
画
が
な

い
場
合
に
は
要
請
し
て
い
く
。

新垣  勝夫　議 員
かみ や　  ひであきあらかき　かつ お
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え
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る
井
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い
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管
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任
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コ
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プ
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の
放
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後
児
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ク
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ブ
進

捗
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は

　
　
２
月
中
旬
開
所

上
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崖
地
の
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進
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は

緊
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然
災
害
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止
事
業

伊
覇
土
地
区
画
整
理

地
の
県
道
歩
道
へ
の

私
有
地
よ
り
の
雨
水

対
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管
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者
と
対
策

東
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平
中
学
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前
の

バ
ス
停
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所
を
屋
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付
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に
で
き
な
い
か
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う
。

要
請
を
行
う

東
風
平
小
学
校
の

　
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

　
　
　
補
正
予
算
等
で
対
応
し
て
い
く

【
⇒
正
門
の
登
校
確
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用
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メ
ラ
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建
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課
長
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東
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小
学
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の

警
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に
つ
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て
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犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

向
け
て
準
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し
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い
る

東
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平
か
ら
世
名
城
、

高
良
線
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。
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東
風
平
西
原
２
号
線

は
、
糸
満
与
那
原
と
糸
満
与
那

原
線
バ
イ
パ
ス
を
繋
ぐ
重
要
な

路
線
で
あ
る
。
地
下
水
の
滲
出

で
路
面
は
各
所
で
破
壊
、
常
時

水
溜
り
を
き
た
し
、
排
水
路
も

不
備
で
あ
り
、
早
期
改
良
整
備

を
願
う
。　

現
場
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
水
溜
り
の
確
認
が
で
き
た
の

で
、
今
後
予
算
の
範
囲
内
で
、

側
溝
の
改
修
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
の
打
ち
換
え
を
検
討
す

る
。

　
常
時
水
が
溜

ま
っ
て
い
る
と
、
側
溝
よ
り
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
低
く
な
っ

て
い
る
状
況
、
早
急
に
す
る
現

場
で
あ
る
。

　
伊
覇
区
画
整
理
地
内
伊

覇
区
６-

29
号
線
の
中
間
あ
た
り

支
線
沿
い
に
２
つ
の
井
戸
が
あ

る
。
字
東
風
平
北
の
聖
域
を
水

源
と
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ

る
。
１
つ
目
の
井
戸
は
、
簡
易

な
金
網
囲
い
だ
け
で
、
２
つ
目

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
掌
近
く
ま

で
埋
も
れ
て
危
険
な
状
態
で
あ

る
。
文
化
財
的
井
戸
と
し
て
整

備
が
必
要
と
お
も
う
が
。

　
拝
所
と
な
っ
て
い
る

井
戸
等
、
管
理
は
、
基
本
的
に

は
、
所
有
者
、
利
用
者
及
び
地

域
な
ど
の
管
理
責
任
者
が
に
な

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。　

字
か
ら

の
要
請
で
整
備
検
討
。

　
伊
覇
区
画
整
理
地
内
県

道
糸
満
与
那
原
線
バ
イ
パ
ス
歩

道
へ
の
私
有
地
（
ア
イ
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
跡
地
）
の
雨
水
流
出

は
、
歩
道
を
ノ
リ
で
危
険
な
状

態
に
し
て
い
る
。
早
め
の
対
策

を
。

　
県
道
側
の
排
水
路
へ
の

接
続
管
路
も
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
私
有
地
か
ら
の
排

水
流
出
に
つ
い
て
土
の
う
設
置

等
、
土
地
の
管
理
者
立
ち
合
い

の
も
と
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
Ａ
コ
ー
プ
跡
へ
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
は
、
次
年

度
な
の
か
伺
う
。
　

　
又
、
「
ぴ
っ
ぴ
」
は
、
当
地

へ
移
設
で
き
な
い
か
。
幼
小
の

交
流
の
場
が
出
来
る
。
検
討
を

　
２
月
中
旬
開
所
。「
ぴ
っ

ぴ
」
は
、
地
域
や
保
育
園
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
も
あ
る
の
で
、
今

後
、
検
討
し
た
い
。

　
上
田
原
地
区
県
企
業
局

沿
い
の
西
嶺
線
に
沿
う
崖
地
崩

壊
は
、
経
年
し
風
化
の
状
況
で

あ
る
。
今
、
当
該
地
に
残
土
、

粗
大
ご
み
の
投
棄
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
西
嶺
線
に
崖
地

沿
い
に
亀
裂
が
進
行
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
次
の
事
を
伺

う
。

①
崖
滑
り
解
析
の
早
期
実
施
。

　
起
債
事
業
に
よ
る
緊
急

自
然
災
害
防
止
事
業
債
で
の
採

択
に
向
け
、
今
後
、
関
係
機
関

と
調
整
し
て
い
く
。

町
長
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長
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長

神谷  秀明　議 員

　
特
別
支
援
教
育
は
、

個
々
に
学
習
課
題
が
必
要
な
為

教
育
環
境
等
、
諸
問
題
の
改
善

に
取
り
組
め
な
い
か
町
の
見
解

を
伺
う
。

①
教
室
が
足
り
な
い
、
又
、
教

室
が
狭
く
照
明
が
暗
い
箇
所
が

あ
り
、
場
所
を
設
定
す
る
際
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
足
り
な

い
。

②
ク
ー
ラ
ー
の
効
き
が
弱
く
、

空
調
が
悪
い
箇
所
が
あ
る
。

③
支
援
員
に
は
、
学
習
指
導

員
、
特
別
支
援
員
、
又
、
全
国

で
不
登
校
の
小
中
学
生
が
30
万

人
と
過
去
最
多
に
な
っ
て
お

り
、
保
護
者
も
孤
独
、
孤
立
感

を
深
め
て
い
る
、
登
校
支
援
員

を
含
め
児
童
生
徒
数
が
１
０
０

０
名
規
模
の
小
学
校
と
し
て

は
、
支
援
員
が
少
な
く
、
増
員

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
①
に
つ
い
て
令
和
５

年
度
12
月
補
正
（
第
７
号
）
予

算
に
て
対
応
す
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

に
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
。

③
東
風
平
小
学
校
の
特
別
指
導

員
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

に
２
名
の
増
員
を
計
画
し
て
い

る
。

　
東
風
平
小
学
校
に
外
部

か
ら
侵
入
し
、
度
々
、
校
内
で

火
遊
び
が
あ
り
、
糸
満
署
へ
の

通
報
が
あ
る
。
防
災
、
青
少
年

育
成
の
為
に
も
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
、
警
備
員
の
配
置
、
も

し
く
は
巡
回
を
増
や
せ
な
い
か

見
解
を
伺
う
。

　
校
内
で
、色
々

い
た
ず
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ

り
、
糸
満
署
に
も
連
絡
し
て
巡

回
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
防

犯
カ
メ
ラ
か
ら
設
置
し
て
、
そ

の
後
警
備
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く
。

　
東
風
平
か
ら
世
名
城
、

高
良
線
と
志
多
伯
方
面
か
ら
の

農
道
の
交
差
点
で
、
刈
り
取
り

前
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
影
響
も
あ

り
、
見
通
し
が
悪
く
、
又
、
直

線
道
路
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
が

ち
で
あ
る
為
、
非
常
に
危
険
な

状
況
で
あ
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
需
要
の
多
い
中
、
ぜ
ひ
優
先

順
位
を
上
げ
て
修
繕
し
て
頂
き

た
い
。　

当
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ

い
て
は
、
先
の
台
風
６
号
被
害

に
よ
る
も
の
で
修
繕
工
事
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
国
道
５
０
７
号
線
の
工

事
に
伴
い
、
バ
ス
停
留
所
も
移

動
し
た
。
屋
根
も
無
く
、
子
供

達
が
沖
縄
の
強
い
日
差
し
、
風

雨
に
み
ま
わ
れ
、
健
康
面
、
学

力
向
上
面
か
ら
考
え
て
も
以
前

の
よ
う
に
、
バ
ス
停
留
所
に
上

屋
を
設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
東
風
平
中
学
校
前
の
バ

ス
停
留
所
の
上
屋
に
つ
い
て

は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
、
県

土
木
事
務
所
へ
道
路
拡
張
工
事

と
併
せ
た
バ
ス
停
の
整
備
計
画

が
あ
る
か
確
認
中
で
計
画
が
な

い
場
合
に
は
要
請
し
て
い
く
。
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共
同
通
信
社
が
行
っ
た
人
口

減
少
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、

全
国
で
も
、
自
治
体
が
「
消
滅

し
か
ね
な
い
」
と
の
危
機
感
を

抱
く
首
長
は
84
％
に
上
り
、
人

口
減
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

自
治
体
運
営
が
厳
し
さ
を
増
す

状
況
が
浮
か
ん
だ
と
あ
っ
た
。 

①
唯
一
、
危
機
感
を
抱
い
て
い

な
い
と
回
答
し
て
い
る
が
そ
の

回
答
根
拠
は
。

②
り
ゅ
う
ぎ
ん
総
合
研
究
所
が

出
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
本
町
の
人
口
は
２
０
３
０

年
か
ら 

２
０
３
５
年
に
か
け
て

減
少
に
転
じ
る
と
あ
る
。
見
解

は
。

③
本
町
の
人
口
減
少
対
策
事
業

は
、
ど
の
様
な
取
組
か
。

④
移
住
促
進
、
定
住
促
進
策
等

展
開
す
る
予
定
は
。

⑤
全
体
の
人
口
は
増
加
し
て
も

減
少
に
転
じ
て
い
る
地
域
自
治

会
も
あ
る
。
そ
の
様
な
地
域
自

治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能

維
持
を
ど
う
す
る
の
か
。

①
多
く
の
自
治
体
が
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。
首
長
の
立
場
で
発

信
す
べ
き
は
、
本
町
は
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
魅
力
的

な
町
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
く
と
い
う
自

信
に
満
ち
た
ア
ピ
ー
ル
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
関
心
を

寄
せ
て
い
る
方
々
に
対
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
悪
く
は

な
い
。

②
先
に
人
口
減
少
に
転
じ
る
周

辺
自
治
体
を
含
め
動
向
を
注
視

し
た
い
。

③
保
育
政
策
、
学
力
の
向
上
、

各
種
全
国
大
会
等
へ
の
派
遣
補

助
、
子
育
て
支
援
、
区
画
整
理

事
業
や
北
部
地
域
の
市
街
化
編

入
、
企
業
誘
致
等
に
取
組
ん
で

お
り
、
人
口
減
少
対
策
と
な
っ

て
い
る
。

④
今
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
２
名
の
受
け
入
れ
を
実
施

し
、
移
住
へ
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能

に
つ
い
て
は
、
住
み
よ
い
街
づ

く
り
に
お
い
て
重
要
。
地
域
コ

ミ
ュ
テ
ィ
ー
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
う
自
治
会

活
動
の
見
直
し
や
、
自
治
会
長

及
び
役
員
の
負
担
減
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。

　
上
杉
謙
信
公
を
藩
祖
に
持
つ

上
杉
家
と
の
繋
が
り
は
、
子
供

た
ち
に
夢
を
、
学
ぶ
意
義
を
先

達
、
謝
花
昇
先
生
に
見
出
せ
る

の
で
は
な
い
か
。
米
沢
市
、
上

杉
家
と
の
縁
を
大
切
に
紡
い
で

い
く
事
を
強
く
願
う
。 

①
米
沢
市
、
上
杉
家
と
の
関
わ

り
、
繋
が
り
は
持
て
る
の
か
。

②
上
杉
と
い
う
冠
を
も
っ
た
、

児
童
生
徒
の
表
彰
制
度
（
上
杉

賞
）
を
作
っ
て
は
。

①
上
杉
茂
憲
公
と
謝
花
昇
氏
の

関
係
な
ど
の
史
実
を
広
く
周
知

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

②
現
段
階
に
お
い
て
は
、
謝
花

昇
氏
の
顕
彰
事
業
を
優
先
し
て

検
討
し
取
組
ん
で
い
る
。

町
長
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東
風
平
町
営
団
地
は
改

築
す
る
計
画
で
あ
る
が
進
捗
状

況
は
。　

令
和
５
年
度
は
建
物
の

解
体
設
計
業
務
を
実
施
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
は
国
庫
補
助

金
を
活
用
し
て
解
体
工
事
を
実

施
す
る
予
定
。
令
和
７
年
度
に

立
て
替
え
に
伴
う
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
行
い
、
令
和
８
年

度
に
立
て
替
え
本
工
事
を
行
う

計
画
で
あ
る
。

　
八
重
瀬
町
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
を
令
和
４
年
度
３
月

に
策
定
し
て
い
る
が
、
ど
ん
な

施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
地
域
強
靭
化
の
推
進
を

図
る
う
え
で
必
要
な
事
項
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
脆
弱
性
評

価
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
強

靭
化
施
策
に
つ
い
て
、
九
つ
の

施
策
分
野
ご
と
に
全
部
で
33
項

目
の
推
進
施
策
を
示
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
大
規
模
災

害
対
応
力
の
強
化
と
し
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
や
災
害

時
要
支
援
者
支
援
計
画
の
作
成

促
進
、
防
災
訓
練
や
避
難
訓
練

の
充
実
等
が
あ
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成

の
た
め
に
、
防
災
講
演
会
の
開

催
や
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

策
、
啓
蒙
の
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

な
ど
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
県
が
主
催
す

る
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
へ
の

案
内
や
外
部
専
門
家
を
活
用
し

た
防
災
講
演
会
の
開
催
を
検
討

し
た
い
。
啓
蒙
に
つ
い
て
は
自

治
会
に
対
し
て
の
資
料
提
供
及

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
ラ

イ
ン
等
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。

　
町
に
防
災
士
は
何
名
い

る
か
。
防
災
士
育
成
へ
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

　
町
民
等
に
よ
る
防
災
士

の
有
資
格
者
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
防
災
士
資
格
取
得

の
費
用
へ
の
支
援
や
補
助
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
小
中
学
校
で
防
災
教
育

は
実
施
し
て
い
る
か
。

　
文
部
科
学
省
の
「
学

校
防
災
の
た
め
の
参
考
資
料
」

手
引
き
を
も
と
に
、
各
学
校
に

お
い
て
学
校
教
育
計
画
を
作
成

し
防
災
教
育
に
つ
い
て
の
授
業

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
将
来
、
町

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
給
付
型
の
奨

学
金
制
度
は
検
討
で
き
な
い

か
。

　
令
和
６
年
度
か
ら

「
謝
花
昇
人
材
育
成
奨
学
金
」

と
し
て
各
分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
実
施
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

神谷  清一　議 員
ながやま　きよかずかみ や　  せいいち

東風平運動公園に立つ謝花昇像上杉茂憲公と謝花昇氏についての説明版
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通
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が
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人
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に
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、

全
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で
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、
自
治
体
が
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消
滅

し
か
ね
な
い
」
と
の
危
機
感
を

抱
く
首
長
は
84
％
に
上
り
、
人

口
減
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

自
治
体
運
営
が
厳
し
さ
を
増
す

状
況
が
浮
か
ん
だ
と
あ
っ
た
。 

①
唯
一
、
危
機
感
を
抱
い
て
い

な
い
と
回
答
し
て
い
る
が
そ
の

回
答
根
拠
は
。

②
り
ゅ
う
ぎ
ん
総
合
研
究
所
が

出
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
本
町
の
人
口
は
２
０
３
０

年
か
ら 

２
０
３
５
年
に
か
け
て

減
少
に
転
じ
る
と
あ
る
。
見
解

は
。

③
本
町
の
人
口
減
少
対
策
事
業

は
、
ど
の
様
な
取
組
か
。

④
移
住
促
進
、
定
住
促
進
策
等

展
開
す
る
予
定
は
。

⑤
全
体
の
人
口
は
増
加
し
て
も

減
少
に
転
じ
て
い
る
地
域
自
治

会
も
あ
る
。
そ
の
様
な
地
域
自

治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能

維
持
を
ど
う
す
る
の
か
。

①
多
く
の
自
治
体
が
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。
首
長
の
立
場
で
発

信
す
べ
き
は
、
本
町
は
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
魅
力
的

な
町
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
く
と
い
う
自

信
に
満
ち
た
ア
ピ
ー
ル
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
関
心
を

寄
せ
て
い
る
方
々
に
対
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
悪
く
は

な
い
。

②
先
に
人
口
減
少
に
転
じ
る
周

辺
自
治
体
を
含
め
動
向
を
注
視

し
た
い
。

③
保
育
政
策
、
学
力
の
向
上
、

各
種
全
国
大
会
等
へ
の
派
遣
補

助
、
子
育
て
支
援
、
区
画
整
理

事
業
や
北
部
地
域
の
市
街
化
編

入
、
企
業
誘
致
等
に
取
組
ん
で

お
り
、
人
口
減
少
対
策
と
な
っ

て
い
る
。

④
今
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
２
名
の
受
け
入
れ
を
実
施

し
、
移
住
へ
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能

に
つ
い
て
は
、
住
み
よ
い
街
づ

く
り
に
お
い
て
重
要
。
地
域
コ

ミ
ュ
テ
ィ
ー
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
う
自
治
会

活
動
の
見
直
し
や
、
自
治
会
長

及
び
役
員
の
負
担
減
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。

　
上
杉
謙
信
公
を
藩
祖
に
持
つ

上
杉
家
と
の
繋
が
り
は
、
子
供

た
ち
に
夢
を
、
学
ぶ
意
義
を
先

達
、
謝
花
昇
先
生
に
見
出
せ
る

の
で
は
な
い
か
。
米
沢
市
、
上

杉
家
と
の
縁
を
大
切
に
紡
い
で

い
く
事
を
強
く
願
う
。 

①
米
沢
市
、
上
杉
家
と
の
関
わ

り
、
繋
が
り
は
持
て
る
の
か
。

②
上
杉
と
い
う
冠
を
も
っ
た
、

児
童
生
徒
の
表
彰
制
度
（
上
杉

賞
）
を
作
っ
て
は
。

①
上
杉
茂
憲
公
と
謝
花
昇
氏
の

関
係
な
ど
の
史
実
を
広
く
周
知

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

②
現
段
階
に
お
い
て
は
、
謝
花

昇
氏
の
顕
彰
事
業
を
優
先
し
て

検
討
し
取
組
ん
で
い
る
。
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で
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進
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に
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、
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に
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靭
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画
の
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成
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、
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訓
練
や
避
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訓
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の
充
実
等
が
あ
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成

の
た
め
に
、
防
災
講
演
会
の
開

催
や
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

策
、
啓
蒙
の
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
で
き
な
い
か
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自
主
防
災
組
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の
育
成

に
つ
い
て
は
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

な
ど
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と

が
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要
で
あ
り
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県
が
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る
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ダ
ー
養
成
研
修
会
へ
の

案
内
や
外
部
専
門
家
を
活
用
し

た
防
災
講
演
会
の
開
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を
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討

し
た
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。
啓
蒙
に
つ
い
て
は
自

治
会
に
対
し
て
の
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料
提
供
及

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
ラ

イ
ン
等
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

を
考
え
て
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る
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町
に
防
災
士
は
何
名
い

る
か
。
防
災
士
育
成
へ
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

　
町
民
等
に
よ
る
防
災
士

の
有
資
格
者
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
防
災
士
資
格
取
得

の
費
用
へ
の
支
援
や
補
助
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
小
中
学
校
で
防
災
教
育

は
実
施
し
て
い
る
か
。

　
文
部
科
学
省
の
「
学

校
防
災
の
た
め
の
参
考
資
料
」

手
引
き
を
も
と
に
、
各
学
校
に

お
い
て
学
校
教
育
計
画
を
作
成

し
防
災
教
育
に
つ
い
て
の
授
業

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
将
来
、
町

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
給
付
型
の
奨

学
金
制
度
は
検
討
で
き
な
い

か
。

　
令
和
６
年
度
か
ら

「
謝
花
昇
人
材
育
成
奨
学
金
」

と
し
て
各
分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
実
施
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

神谷  清一　議 員
ながやま　きよかずかみ や　  せいいち

東風平運動公園に立つ謝花昇像上杉茂憲公と謝花昇氏についての説明版

町
長

町
長

人
口
減
少
対
策
に

つ
い
て

人
を
生
か
す
施
策

の
展
開
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
営
団
地
の
改
築

計
画
は

令
和
８
年
度
に
立
て

替
え
工
事
を
予
定

防
災
育
成
へ
の

支
援
は

資
格
取
得
へ
の
補
助
を

検
討

給
付
型
の
奨
学
金

制
度
を

「
謝
花
昇
人
材
育
成
奨

　
学
金
」
を
計
画

教
育
長

建て替えの計画がある東風平団地

教
育
長

教
育
長

義人：謝花　昇

も
ち
の
り
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具
志
頭
運
動
公
園
の
敷

地
は
い
び
つ
な
形
状
に
な
っ
て

い
る
。
各
施
設
が
有
機
的
に
使

用
さ
れ
る
た
め
に
、
敷
地
の
見

直
し
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
今
年
度
、
「
具
志
頭

運
動
公
園
再
整
備
事
業
（
基
本

構
想
）
」
で
検
討
し
て
い
る
。

現
在
、
同
運
動
公
園
は
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
時
の
駐
車

場
不
足
や
下
の
方
に
あ
る
多
目

的
運
動
場
の
施
設
の
老
朽
化
等

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
す
で

に
整
備
し
た
サ
ッ
カ
ー
場
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
「
ス
ポ
ー

ツ
観
光
交
流
施
設
管
理
棟
」
を

中
心
と
し
て
、
運
動
公
園
と
し

　
玻
名
城
海
岸

に
建
っ
て
い
た
老
朽

化
し
た
建
物
が
解
体

撤
去
さ
れ
た
。
一
部

構
築
物
が
残
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
維
持
管

理
は
ど
の
よ
う
に
行
う

か
。

　
ビ
ー
チ
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
と
幾
度
の
調
整

に
よ
り
今
年
の
10
月

か
ら
解
体
作
業
が
進

め
ら
れ
、
12
月
11
日

に
作
業
終
了
を
現
地

に
て
確
認
し
て
い

る
。

て
よ
り
機
能
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
基
本
構
想
を
策
定
中

で
あ
る
。
そ
の
中
で
多
目
的
広

場
を
移
転
し
、
「
野
球
練
習

場
」
と
し
て
再
整
備
す
る
と
と

も
に
、
駐
車
場
を
は
じ
め
、
遊

具
の
整
備
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
。

　
今
、
教
育
委
員
会
の
方

で
計
画
を
練
っ
て
い
る
が
、

サ
ッ
カ
ー
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
抱
え
て
い
る
駐
車
場
の
問

題
等
も
解
決
で
き
る
と
思
う
。

計
画
段
階
で
止
め
る
の
で
は
な

く
、
い
ろ
ん
な
観
点
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
内
容
で
あ
り
、
早
急

に
そ
う
い
う
方
向
性
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
よ
り
補
助
を
受
け
て

地
域
の
防
犯
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
て
い
る
。
様
々
な
物
価
高
騰

に
よ
り
自
治
会
の
運
営
を
圧
迫

し
て
い
る
中
大
変
あ
り
が
た
い

と
認
識
し
て
い
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
え
て
沖
縄
電
力
へ
変
更
申
請

を
す
る
こ
と
で
安
く
利
用
で
き

る
と
聞
い
た
。
そ
の
申
請
代
金

が
１
機
あ
た
り
４
〜
５
万
円
か

か
り
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換
は
町

補
助
に
よ
り
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
申
請
費
用
の
問
題
も

あ
り
、
申
請
自
体
行
な
っ
て
い

な
い
状
態
。
電
気
代
を
安
く
す

る
に
至
っ
て
い
な
い
自
治
会
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
町
民
の
安

心
安
全
の
為
、
地
域
が
沖
縄
電

力
へ
の
申
請
が
進
む
よ
う
な
施

策
が
出
来
な
い
か
。

　
今
回
の
町
補
助
金
に
よ

る
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
は
国

の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
の

補
助
で
あ
り
、
電
力
変
更
申
請

に
か
か
る
費
用
も
補
助
対
象

で
、
電
力
申
請
は
必
須
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
自
治
会
で
設

置
を
し
た
防
犯
灯
に
つ
い
て
、

独
自
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
変
更
し
た

際
に
電
力
変
更
申
請
を
行
っ
て

い
な
い
自
治
会
も
あ
る
事
は
認

識
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
は
、

今
後
、
町
独
自
の
防
犯
灯
設
置

補
助
金
で
対
応
が
可
能
か
検
討

す
る
。

　
具
志
頭
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
オ
ー
プ
ン
し
多
く
の
来
場

者
が
来
場
し
車
の
往
来
も
多
く

不
慮
の
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
。

具
志
頭
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
入
口

と
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
よ
り
上

が
っ
た
Ｔ
字
路
へ
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
設
置
が
出
来
な
い
か
。

　
答
弁
現
場
を
確
認
し
た

所
両
方
と
も
視
認
が
し
づ
ら
い

場
所
で
必
要
性
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
新

規
設
置
に
つ
い
て
は
、
設
置
・

修
繕
計
画
に
基
づ
き
予
算
の
範

囲
内
で
行
っ
て
い
る
。
当
箇
所

は
計
画
に
入
っ
て
い
な
い
箇
所

で
あ
り
、
令
和
６
年
度
以
降
の

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
地
域
の
行
事
に
必
要
な

の
は
青
年
会
を
中
心
と
い
た
高

校
生
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

人
材
不
足
に
よ
り
、
エ
イ
サ
ー

の
解
散
や
休
止
も
聞
く
。
八
重

瀬
町
は
高
知
県
香
南
市
と
姉
妹

都
市
関
係
が
あ
り
様
々
な
交
流

を
行
っ
て
い
る
。
八
重
瀬
町
は

芸
能
が
盛
ん
で
芸
能
を
担
う
青

年
会
・
高
校
生
を
中
心
と
し
た

地
域
の
活
性
化
を
鑑
み
交
流
事

業
が
出
来
な
い
か
。

　
地
域
伝
統
芸
能
の
担
い

手
が
少
な
く
な
り
、
青
年
会
な

ど
の
存
続
が
課
題
で
、
高
校
生

を
含
め
芸
能
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
八
重
瀬
町
文
化
を
継
承
で

き
る
よ
う
、
地
域
と
交
流
す
る

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

答
弁

答
弁

答
弁

新垣  正春　議 員 米増  雄二　議 員
あらかき　まさはる よねます　ゆう じ

　
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
同
土
地
を
ア
コ
ー
デ
ィ
ア

側
が
継
続
し
て
借
用
す
る
の

か
、
町
へ
返
還
す
る
の
か
に

よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
協
議
し
て
い
く
。
　

　
海
岸
の
ご
み
処
理
等
の

対
策
、
環
境
保
全
は
。

　
同
海
岸
は
県
管
理
で
あ

る
が
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事

業
で
、
不
法
投
棄
を
防
止
す
る

看
板
の
設
置
や
不
法
投
棄
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
、
ご
み
の
回

収
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
対
応
し
て
い
く
。

　
現
在
策
定
中
の
「
第
２

次
観
光
振
興
基
本
計
画
」
で
同

海
岸
を
観
光
資
源
と
し
て
位
置

づ
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
玻
名
城
海
岸
を
含
め
具

志
頭
海
岸
線
一
体
を
ど
の
よ
う

な
観
光
資
源
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
か
、
関
係
課
、
作
業
部

会
、
策
定
委
員
会
で
決
定
し
て

い
く
。

建
物
撤
去
後
の
管
理
は

ア
コ
ー
デ
ィ
ア
側
と
協
議

教
育
長

自治会防犯灯
LED化の電力
申請は
町独自の防犯灯設置助成金
での対応を検討する。

カーブミラーの
設置を

設置を検討している。

地域の活性化を鑑み
交流事業ができないか
八重瀬町の文化継承できるよう地域と
交流する取り組みを検討していく。

そ
の
他
質
問

・
両
体
育
館
施
設
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
修
繕
に

つ
い
て

・
旧
具
志
頭
小
学
校
体
育

館
に
つ
い
て

建物が撤去された玻名城海岸

町
長

町
長

町
長

町
長

具志頭運動公園
　敷地の見直しを

再整備計画を検討中

そ
の
他
質
問

・
無
電
柱
化
の
促
進
に
つ
い

て
・
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
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設
置
に
つ
い
て
は
、
設
置
・

修
繕
計
画
に
基
づ
き
予
算
の
範

囲
内
で
行
っ
て
い
る
。
当
箇
所

は
計
画
に
入
っ
て
い
な
い
箇
所

で
あ
り
、
令
和
６
年
度
以
降
の

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
地
域
の
行
事
に
必
要
な

の
は
青
年
会
を
中
心
と
い
た
高

校
生
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

人
材
不
足
に
よ
り
、
エ
イ
サ
ー

の
解
散
や
休
止
も
聞
く
。
八
重

瀬
町
は
高
知
県
香
南
市
と
姉
妹

都
市
関
係
が
あ
り
様
々
な
交
流

を
行
っ
て
い
る
。
八
重
瀬
町
は

芸
能
が
盛
ん
で
芸
能
を
担
う
青

年
会
・
高
校
生
を
中
心
と
し
た

地
域
の
活
性
化
を
鑑
み
交
流
事

業
が
出
来
な
い
か
。

　
地
域
伝
統
芸
能
の
担
い

手
が
少
な
く
な
り
、
青
年
会
な

ど
の
存
続
が
課
題
で
、
高
校
生

を
含
め
芸
能
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
八
重
瀬
町
文
化
を
継
承
で

き
る
よ
う
、
地
域
と
交
流
す
る

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

答
弁

答
弁

答
弁

新垣  正春　議 員 米増  雄二　議 員
あらかき　まさはる よねます　ゆう じ

　
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
同
土
地
を
ア
コ
ー
デ
ィ
ア

側
が
継
続
し
て
借
用
す
る
の

か
、
町
へ
返
還
す
る
の
か
に

よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
協
議
し
て
い
く
。
　

　
海
岸
の
ご
み
処
理
等
の

対
策
、
環
境
保
全
は
。

　
同
海
岸
は
県
管
理
で
あ

る
が
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事

業
で
、
不
法
投
棄
を
防
止
す
る

看
板
の
設
置
や
不
法
投
棄
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
、
ご
み
の
回

収
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
対
応
し
て
い
く
。

　
現
在
策
定
中
の
「
第
２

次
観
光
振
興
基
本
計
画
」
で
同

海
岸
を
観
光
資
源
と
し
て
位
置

づ
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
玻
名
城
海
岸
を
含
め
具

志
頭
海
岸
線
一
体
を
ど
の
よ
う

な
観
光
資
源
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
か
、
関
係
課
、
作
業
部

会
、
策
定
委
員
会
で
決
定
し
て

い
く
。

建
物
撤
去
後
の
管
理
は

ア
コ
ー
デ
ィ
ア
側
と
協
議

教
育
長

自治会防犯灯
LED化の電力
申請は
町独自の防犯灯設置助成金
での対応を検討する。

カーブミラーの
設置を

設置を検討している。

地域の活性化を鑑み
交流事業ができないか
八重瀬町の文化継承できるよう地域と
交流する取り組みを検討していく。

そ
の
他
質
問

・
両
体
育
館
施
設
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
修
繕
に

つ
い
て

・
旧
具
志
頭
小
学
校
体
育

館
に
つ
い
て

建物が撤去された玻名城海岸

町
長

町
長

町
長

町
長

具志頭運動公園
　敷地の見直しを

再整備計画を検討中

そ
の
他
質
問

・
無
電
柱
化
の
促
進
に
つ
い

て
・
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
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補正予算
784,199千円

東風平小、白川小学校の
教室増築設計委託業務に

21,208千円

東風平学校給食センターの
増改修工事に

8,560千円

物価高騰対応重点支援
給付金に

266,000千円

台風６号で被害にあった
フットサル場の修繕費に

4,525千円

年間予算は

になります。

令和6年2月1日 八重瀬町議会だより

主な議案審議

17,799,103千円

補正予算784,199千円が可決されました。
主に下記などに使用されます。

八重瀬町種苗センターの指定管理業者は
農業生産法人（株）じんぐらファームに。
R６年４月～R９年３月まで

東風平運動公園
野球場のスタンドがコンクリートで整
備され、気分よく観戦できます。

町内の４小学校（東風平、白川、具志頭、
新城）と２中学校（東風平、具志頭）にパ
ソコン103台が配備され、教育環境がさ
らに充実していきます。

臨時会

定例会

11月臨時会、12月定例会における

臨時会

議案等件数

　　　11件

定例会

議案等件数

　　　55件
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八
重
瀬
町
議
会

会
議
録
検
索

※
議
事
録
の
掲
載
は

　
会
議
終
了
か
ら
数

　
か
月
を
要
し
ま
す
。

八
重
瀬
町
議
会
だ
よ
り

vol.72

〒
901-0492　

沖
縄
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八
重
瀬
町
字
東
風
平
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地
電
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098）998-2201／
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098）998-8256

E-m
ail gikai@

tow
n.yaese.lg.jp
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w
w
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発
　
行
 ／
 八
重
瀬
町
議
会

編
　
集
 ／
 議
会
広
報
委
員
会

発
行
日
 ／
 2024年

(令
和
６
年
)２
月
１
日

議会傍聴について
　〇議場入口にて受付票の記入をお願いしています。
　〇本会議は本庁舎町民ホールのテレビモニターでも生中継しています。 
　　※日程は変更される場合がありますので、最新の情報はホームページなどでご確認ください。

3月定例会のお知らせ（予定）
日 月 火 水 木 金 土

4

11

18

5

12

19

6

13

20

7

14

21

3

10

17

1

8

15

22

本会議

一般質問

予算審査

一般質問

予算審査

審査まとめ

春分の日

予算審査

一般質問

本会議

審査予備日

合同審査

本会議

2

9

16

23

　
前
回
が
、１
４
，３
０
０
余
文
字
！
今
回
は
、１
７
，７
０

０
余
文
字
！
議
場
内
で
の
一
般
質
問
の
や
り
取
り
は
、
約

１
時
間
だ
が
、文
字
数
に
す
る
と
こ
の
文
字
数
に
な
る
。

　
こ
れ
を
９
０
０
文
字
に
編
集
し
て
、「
議
会
だ
よ
り
」に

掲
載
す
る
の
だ
が
、
限
ら
れ
た
文
字
数
で
、
掲
載
す
る
た

め
、各
議
員
と
も
、質
問
原
稿
を
編
集
す
る
の
に
四
苦
八
苦

し
て
い
る
。

　
文
字
だ
ら
け
の「
議
会
だ
よ
り
」で
は
、読
ん
で
も
ら
え

な
い
と
考
え
、
増
え
が
ち
に
な
る
文
字
数
を
い
か
に
抑

え
、読
み
や
す
い
・
読
ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」に
す
る
か

が
カ
ギ
に
な
る
。

　
知
っ
て
も
ら
い
た
い
課
題
や
、質
疑
内
容
な
ど
、掲
載
で

き
な
い
事
柄
は
、「
町
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
議
会
だ
よ
り
」
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
入
る
か
、町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
町
議
会
会
議
録
検

索
シ
ス
テ
ム
」の
検
索
タ
ブ
か
ら
、キ
ー
ワ
ー
ド
や
対
象
年

を
入
力
す
れ
ば
、
議
場
内
で
の
議
案
に
対
す
る
質
疑
や
、

施
策
に
対
す
る
一
般
質
問
・
答
弁
の
様
子
が
わ
か
る
。

　
議
会
広
報
委
員
会
も
、
い
か
に
読
ま
れ
る「
議
会
だ
よ

り
」
に
す
る
か
と
奮
闘
し
て
い
る
。議
会
と
住
民
と
の
距

離
を
い
か
に
縮
め
る
か
、住
民
の
議
会
参
画
を
い
か
に
促

す
か
と
い
う
こ
と
で
、町
民
の
写
真
や
コ
ラ
ム
な
ど
を
掲

載
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

八
重
瀬
町
議
会
広
報
委
員
会

　委
員
長 

永
山
清
和

未来の八重瀬町議会議員を探しに行ってきました。




